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DuMA ニュースレター                                   ２０２５年７月２１日 
トカラ列島群発地震活動の現状 

 ６月２１日以降、鹿児島県トカラ列島周辺で激しい群発地震活動が続いています。トカラ列島周辺では

２０２１年以降、群発地震活動が頻発するようになりました。 

 今回の群発地震活動は、これまでのものとは比較できないほど、長期間続いています。 

年 月 継続期間 総地震回数（概数） 最大地震 備 考 

2021 年 4 月 
約 1 週間 

（4/9〜4/14） 

約 200 回以上 

（M1 以上） 
M5.4 住民避難なし。震度 4 観測 

2021 年 12 月 
約 10 日間 

（12/4〜12/14） 
600 回以上 M4.8 宝島付近。無感地震多し。報道多数 

2022 年 3 月 約 1 週間 数百回 M4.7 平島周辺。気象庁が評価情報を発表 

2023 年 11 月 約 10 日間 約 300 回以上 M5.0 十島村付近。津波注意報なし 

2025 年 7 月 

（今回） 
継続中 2,500 回以上 M5 後半 現在進行中、今回の活動は桁違い！ 

 

 今後の推移はまだ推測でしかありませんが、ようやく地震発生数が落ち着いてきたとも言える状況にな

ってきました。 

 次にお示しする図は今回の群発地震活動の震央です。図中にはマグニチュード２以上の３,５３４個の

地震がプロットされています。赤い点が地震の震央（発生した場所）を示しています。 
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  次にお示しする図は前ページにお示しした地震の積算発生数です。ようやく積算数の増え方がゆる

やかになってきたことがわかります。これで活動が収束してくれればと思います。 

 
 

日本列島陸域の地下天気図® 

６月９日のニュースレターに続き、日本列島の主に陸域に特化した地下天気図解析です。今週は７月

１８日時点の M タイプの地下天気図をお示しします。 

 どうやら関西地方、中国地方の状況が

変わってきたように思えます。まずは前回

６月のニュースレターでお示しした地下天

気図です（右側）。 

右側の地下天気図では、中国地方のみ

に青い地震活動静穏化領域が広がって

いますが、次のページに最新の地下天

気図では、地震活動静穏化領域が紀伊

半島にも広く広がってきたことがわかるか

と思います。 
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 上の地下天気図が７月１９日時点の最新の地下天気図です。紀伊半島周辺の地震活動静穏化以外

にも、北海道西方海域の静穏化が目立つようになりました。 

 また先週号でもお知らせしましたが、東北沖のアウターライズ地域も地震発生の可能性が高くなって

いる地域と考えています。 
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DuMAダッシュボード 

 7月２１日時点のダッシュボードです。今回の改訂で、これまで掲載していた紀伊水道沖合の地震活

動活発化異常（U）の異常を削除しました。活発化は解消したと考えています。 

 新たな地震活動静穏化異常として（Hh）を（Bb）から独立させ追加しました。 
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